





















1983) ，下方走行による遠心性収縮モヂルで、実験した ByrnesVVC (1983)は運動直後ではなく遅
発性の筋痛が生じると述べている.ラットでも研究されており， Armstrong RB (1983)はトレッ
ドミル下方走行による遠心性収縮運動後には筋に変性所見が認められ，時間とともに拡大して 48










荷過ぎると筋損傷を生じないが，試行錯誤により，下方傾斜 16度・分速 16mで， 20分関連続走
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